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支援・推進課題では、AMED-CREST/PRIME、JST-
さきがけ「老化」 の採択課題による老化研究の支
援・推進を目的として、老化研究に必要不可欠な標
準化された加齢マウス (B6J・B6N系統、♂・♀、単
飼・群飼）の安定供給を行うとともに、老化研究に必
要かつ有用な解析技術支援を原則 共同研究として
行い、老化領域における個々の研究を支援・推進
する。また、老化領域において秘密保持に留意した
上で、風通しの良い オープンな学術交流や情報交
換等を行う場としての老化領域ホームページ（老化
領域専用サイト）を運用するとともに、一般向けサイ
トを通して、老化領域の活動等を積極的に外部に
発信する（左図）。

超高齢社会を迎えた我が国をはじめ、国際的に高齢化が進み、平均寿命と健康寿命の乖離が拡大しており、健康寿命の延伸が喫緊の課題となっている。
そこで加齢に伴う変化の機構を多階層にわたりシームレスに理解し、それを踏まえた加齢性疾患の予防・診断・治療へ展開することがもとめられている本
老化領域では、それぞれ独自の視点・アプローチにより老化メカニズムの解明を目指す多様かつ質の高い研究開発課題から構成されており、個々の研
究を推進するとともに、有機的連携による共同研究を円滑・効率的に推進することにより、老化機構の理解を深め、ブレークスルーをもたらすことが期待さ
れる。そこで、支援・推進課題は老化領域の個別研究や連携・共同研究を強力に支援するとともに、今後の老化研究を担う若手人材を育成する。

また、支援・推進課題は、老化研究や関連研究領域において
独自の優れた解析技術や豊富な研究実績を有するメンバーから構成されており、多面的解析技術支援を行うことが可能であり、老化領域における個別
研究開発課題に対して、ニーズに則した解析技術の提供に加え、研究計画立案の段階からのコンサルテーションや各研究開発課題の若手研究者へのメ
ンタリングを実施する体制を有しており、老化研究の将来を担う若手人材の育成にも貢献できる体制となっている（右図）。

老化領域における個別研究開発課題に対して、それぞれの研究目的・計画を踏まえて、標準化された（遺伝的背景・環境的要因等が揃った）加齢マウスを
安定的に供給する。また、各研究開発課題が必要とする解析を担当し、その解析結果の提供を通して成果発表に貢献するとともに、若手研究者への解析
技術の指導（実技）・ノウハウの提供をはじめとするメンタリングを行い、若手人材育成に貢献する。さらに、本老化領域における学術交流や情報交換等を
行う場としてのホームページの運用や利活用の促進を行い、今後の本邦における老化研究・全ライフコース研究などの研究プロジェクトの円滑・効率的な
ロールモデルを構築する。

現時点では、支援・推進課題としては具体的な医療への展開は計画していない。


